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近
年
、
終
活
の
在
り
方
や
考

え
方
に
も
変
化
が
現
れ
、
人
生

の
節
目
か
ら
自
身
の
終
活

を
真
剣
に
捉
え
て
ほ
し
い

と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。

　
今
の
世
の
中
、
地
震
や

台
風
な
ど
自
然
災
害
、
交

通
事
故
、
無
差
別
殺
傷
事

件
、
病
気
・
感
染
症
な

ど
、
日
々
の
生
活
の
中

で
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
誰

に
、
何
が
起
き
る
か
わ
か

ら
な
い
昨
今
の
現
実
。

　
「
も
し
も
の
時
」
を
想
定
し

な
が
ら
生
き
る
大
切
さ
、
死
を

考
え
る
こ
と
は
、
今
を
ど
う
生

き
る
か
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
家
族
や
大
切
な
人
と
、
日

常
か
ら
話
し
合
い
、
気
持
ち
を

伝
え
て
お
く
こ
と
が
と
て
も
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
１
０
０
人
い
れ
ば
１
０
０
通

り
の
生
き
方
が
形
成
さ
れ
、
思

い
・
希
望
・
考
え
も
一
人
一
人

違
っ
て
い
ま
す
。
過
去
を
振
り

返
り
、
今
の
自
分
の
状
況

を
把
握
し
て
、
日
常
触
れ

合
う
周
り
の
人
の
「
支

え
」
に
感
謝
し
、
「
あ
り

が
と
う
」
を
伝
え
、
明
日

と
い
う
「
み
ら
い
」
を
ど

う
生
き
た
い
の
か
選
ぶ
自

由
は
、
あ
な
た
自
身
の
思

い
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　
人
生
１
０
０
年
時
代
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
よ
り

良
く
自
分
ら
し
く
生
き
る

た
め
に
、
未
来
予
想
図
を
思
い

描
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

人生１００年時代の終活

（
一
社
）終
活
マ
イ
ラ
イ
フ

代
表
理
事

樫
木
　泰
子 ２４

植
調
剤
の 

　
　
　
散
布
回
数

　
小
麦
に
お
い
て
、
植
調
剤
は

稈
長
を
短
く
す
る
こ
と
に
よ
る

倒
伏
軽
減
を
目
的
に
使
用
さ
れ

る
。
各
植
調
剤
の
散
布
回
数
は

１
回
と
さ
れ
る
が
、
生
産
現
場

で
は
異
な
る
剤
を
組
み
合
わ
せ

て
散
布
す
る
事
例
も
あ
る
た

め
、
そ
の
影
響
を
調
査
し
た
。

稈
長
は
散
布
回
数
に
応
じ
て
短

く
な
り
、
倒
伏
耐
性
は
向
上
し

た
（
図
１
）
。

 

し
か
し
、
２
回
散
布
で
は
歩

留
ま
り
低
下
や
成
熟
期
が
遅
れ

る
事
例
が
見
ら
れ
た
。
散
布
回

数
に
よ
る
穂
数
、
粗
収
量
、
タ

ン
パ
ク
な
ど
へ
の
影
響
は
判
然

と
し
な
か
っ
た
が
、
製
品
収
量

断
を
行
い
、
倒
伏
回
避
指
標
の

成
熟
期
チ
ッ
素
吸
収
量
１０
㌃
当

た
り
１６
㌔
を
超
え
な
い
よ
う
に

開
花
期
葉
面
散
布
を
実
施
す

る
。
道
央
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
で
は

穂
揃
い
期
草
丈
×
穂
数
が
成
熟

期
チ
ッ
素
吸
収
量
と
相
関
が
高

く
、
道
央
で
は
５
万
以
下
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
で
は
４
万
６
４
０
０

以
下
の
場
合
に
開
花
期
葉
面
散

布
す
る
。
道
北
で
は
植
調
剤
散

布
に
よ
っ
て
穂
揃
い
期
草
丈
が

お
よ
そ
７
％
短
く
な
る
が
、
穂

揃
い
期
草
丈
×
止
葉
直
下
葉
葉

色
値
を
補
正
（
÷
０
・
９3
）
す

る
こ
と
で
、
従
来
の
追
肥
の
要

否
判
定
を
適
用
で
き
る
。

　
春
よ
恋
は
葉
が
黄
化
し
や
す

い
が
、
診
断
時
に
葉
の
黄
化
が

激
し
い
場
合
は
葉
面
散
布
に
よ

っ
て
減
収
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る

た
め
、
実
施
し
な
い
。

適
用
の
留
意
点

　
こ
れ
ま
で
の
内
容
を
表
に
ま

と
め
た
。
本
技
術
は
基
準
収
量

を
達
成
し
て
い
る
圃
場
で
の
オ

プ
シ
ョ
ン
で
あ
る
た
め
、
基
準

収
量
に
達
し
て
い
な
い
場
合
は

チ
ッ
素
肥
沃
度
や
物
理
性
の
改

善
を
優
先
す
る
。
ま
た
、
泥
炭

土
へ
の
適
用
は
、
過
去
の
収
量

や
倒
伏
を
考
慮
し
て
慎
重
に
行

う
。

地域 目標
収量

チッ素肥沃度区分
（熱水抽出性窒素　㍉㌘/100㌘４））

チッ素施肥（基肥＋幼形期）
開花期葉面散布

低地土 台地土 火山性土 泥炭土

道央 480

低（～５） ８＋４ ９＋４ ６＋４
左記に加え、穂揃
い期生育診断５）に
応じて実施する。
診断時に葉の黄化
が激しい場合は実
施しない。

中（５～10） ８＋４ ９＋４ ６＋４

高（10～） ８ ９ ６

道北 420 － ８＋４ ９＋４ ６＋４

オホーツク 540 － ７＋３ ８＋３ ５＋３

表　植調剤使用時の「春よ恋」目標収量とチッ素施肥（㌔/10㌃）

注１）植調剤は原則１回散布とする
注２）道央区分低、中、オホーツクはそれぞれ、幼形期茎数950、800、700本/平方㍍未満の場合に幼形期
　　　追肥が可能。道北は幼形期茎数診断が不要
注３）道央低区分および道北の倒伏リスクが低い圃場では全量基肥施用が可能。オホーツクは倒伏および
　　　低タンパクの危険が少ない圃場で全量基肥施用が可能
注４）乾土100㌘当たりに含まれる熱水抽出性窒素量（㍉㌘）
注５）穂数×草丈が、道央：50,000以下、オホーツク：46,400以下で開花期葉面散布が可能。道北は草丈
　　　を７％補正（÷0.93）することで、既往の生育診断基準値が適用可能

方
㍍
当
た
り
５
７
０
本
、
成
熟

期
チ
ッ
素
吸
収
量
１０
㌃
当
た
り

１６
㌔
ま
で
は
倒
伏
が
発
生
せ

ず
、
こ
れ
ら
の
数
値
を
植
調
剤

散
布
時
の
倒
伏
回
避
指
標
と
し

た
。チ

ッ
素
追
肥
・
増
肥

に
よ
る
増
収
効
果

　
図
２
に
基
肥
増
肥
、
幼
形
期

追
肥
、
開
花
期
葉
面
散
布
を
実

施
し
た
と
き
の
増
収
量
を
示
し

た
。
地
域
や
圃
場
の
チ
ッ
素
肥ひ

沃よ
く

度
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の

の
、
１０
㌃
当
た
り
３
～
４
㌔
の

基
肥
増
肥
や
幼
形
期
追
肥
で
お

よ
そ
１０
㌃
当
た
り
3０
㌔
増
収
す

る
。

　
道
央
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
で
は
基

肥
増
肥
の
方
が
幼
形
期
追
肥
よ

り
も
効
果
が
高
い
が
、
安
易
な

基
肥
増
肥
は
気
象
・
土
壌
条
件

次
第
で
倒
伏
を
招
く
た
め
、
幼

形
期
の
生
育
診
断
に
応
じ
た
追

肥
が
有
効
で
あ
る
。

　
前
述
の
倒
伏
回
避
指
標
で
あ

る
穂
数
１
平
方
㍍
当
た
り
５
７

０
本
に
相
当
す
る
幼
形
期
茎
数

は
、
道
央
の
チ
ッ
素
肥
沃
度

「
低
」
（
熱
水
抽
出
性
窒
素
５

未
満
＝
乾
土
１
０
０
㌘
当
た
り

に
含
ま
れ
る
熱
水
抽
出
性
窒
素

量
〈
㍉
㌘
〉
）
で
１
平
方
㍍
当

た
り
９
５
０
本
、
「
中
」
（
熱

水
抽
出
性
窒
素
５
～
１０
）
で
１

平
方
㍍
当
た
り
８
０
０
本
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
で
１
平
方
㍍
当
た
り

７
０
０
本
と
な
り
、
こ
れ
以
下

の
場
合
に
幼
形
期
追
肥
を
実
施

す
る
。
道
北
で
は
、
他
地
域
に

比
べ
て
穂
数
が
確
保
し
づ
ら
い

た
め
追
肥
判
断
は
不
要
で
、
倒

伏
リ
ス
ク
が
低
い
圃
場
で
は
基

肥
に
増
肥
し
て
も
良
い
。
道
央

の
肥
沃
度
「
高
」
（
熱
水
抽
出

性
窒
素
１０
以
上
）
は
、
基
肥
増

肥
や
幼
形
期
追
肥
で
あ
ま
り
増

収
し
な
い
一
方
、
倒
伏
リ
ス
ク

は
高
ま
る
た
め
、
追
肥
や
増
肥

は
し
な
い
。
道
央
の
肥
沃
度

「
中
」
で
幼
形
期
茎
数
１
平
方

㍍
当
た
り
８
０
０
本
以
上
の
時

に
追
肥
に
よ
っ
て
倒
伏
し
た
事

例
で
は
、
追
肥
し
な
か
っ
た
場

合
よ
り
１８
％
減
収
し
た
。
生
育

に
応
じ
た
追
肥
を
心
が
け
た

い
。開

花
期
葉
面
散
布 

に
よ
る 

高
タ
ン
パ
ク
化

　
図
３
に
基
肥
増
肥
、
幼
形
期

追
肥
、
開
花
期
葉
面
散
布
を
実

施
し
た
と
き
の
タ
ン
パ
ク
上
昇

量
を
示
し
た
。
増
収
を
狙
っ
た

幼
形
期
追
肥
や
基
肥
増
肥
で
も

タ
ン
パ
ク
は
上
昇
す
る
が
、
さ

ら
に
タ
ン
パ
ク
を
高
め
た
い
場

合
は
開
花
期
葉
面
散
布
が
有
効

で
あ
る
。

　
穂
揃ぞ

ろ

い
期
の
生
育
か
ら
成
熟

期
チ
ッ
素
吸
収
量
を
推
定
で
き

る
た
め
、
穂
揃
い
期
に
生
育
診

は
２
回
散
布
に
よ
る
歩
留
ま
り

低
下
に
伴
っ
て
減
収
し
た
。
こ

の
た
め
、
よ
ほ
ど
倒
伏
が
懸
念

さ
れ
る
場
合
を
除
き
、
散
布
回

数
は
１
回
が
望
ま
し
い
。

植
調
剤
散
布
時
の 

倒
伏
回
避
指
標

　
植
調
剤
散
布
に
よ
り
倒
伏
耐

性
は
高
ま
る
が
、
全
く
倒
伏
し

な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ

で
、
倒
伏
を
回
避
す
る
た
め
の

生
育
指
標
を
検
討
し
た
。
強
雨

に
よ
る
倒
伏
を
除
く
と
、
収
量

に
影
響
す
る
倒
伏
は
、
植
調
剤

無
散
布
で
は
穂
数
１
平
方
㍍
当

た
り
４
３
０
本
、
チ
ッ
素
吸
収

量
１０
㌃
当
た
り
１3
㌔
か
ら
発
生

し
た
。

　
一
方
、
散
布
時
は
穂
数
１
平

　

道
内
の
春
ま
き
小
麦
主
力
品
種
の
「
春
よ
恋
」
は
倒
伏

し
や
す
い
た
め
、
チ
ッ
素
施
肥
標
準
量
は
倒
伏
防
止
を
前

提
と
し
た
量
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、
植
物
成
長
調

整
剤
（
以
下
、
植
調
剤
）
の
価
格
低
下
に
伴
い
、
こ
れ
を

用
い
て
倒
伏
を
防
止
し
つ
つ
、
施
肥
標
準
量
以
上
の
チ
ッ

素
施
肥
で
増
収
と
タ
ン
パ
ク
向
上
を
狙
う
取
り
組
み
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
記
事
で
は
、
春
よ
恋
の
増
収

・
高
タ
ン
パ
ク
化
に
向
け
、
植
調
剤
を
用
い
た
多
収
栽
培

技
術
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

図１　植調剤散布回数と稈長・歩留まり

図２　チッ素増肥・追肥による収量増加分

注１）道央の（）内の数値はチッ素肥沃度の指標である熱水抽
　　　出性窒素（㍉㌘/100㌘、乾土100㌘当たりに含まれる熱
　　　水抽出性窒素量〈㍉㌘〉）を示す
注２）増肥量および追肥量は３～４㌔/10㌃

図３　チッ素増肥・追肥によるタンパク上昇量

注）増肥量および追肥量は３～４㌔/10㌃

倒伏させずに
増収・高タンパク

春
ま
き
小
麦「
春
よ
恋
」
植
調
剤
を
利
用


